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砂漠。あのバレンタインデー、荒廃した世界に死だけが残された。平野の向こうに地平線が闇の中に白く閃いて、上弦の月の弱い光りのシャワーを浴びていた。月が普段より小さく見えて、たぶんそれも世界をらした妙な病気にかかった。

丘から岩の川は谷間まで転がり、シンファンが道の頂点に止まってから、煙色の絹のような翼をマントの下に隠した。彼は辺りを見回して、飢えた獣みたいに鋭い目で闇をめた。どこにも見ても死は残した屑だけがある―――してる死体、さびれた村、乾いた湖と川。シンファンが呪いて、じだんだを踏んだ。

世界が死んでいた。その島も彼を裏切った。それは予想するはずだった。数日来シンファンは流れ歩いて、やっと食事をするために、人間や動物を見つけることを望んだ。その島は調べる場所の最後だった。あの島のどこかで隠している生存者がなければ、彼にとってはもう逃げ場なかった。しかし、そのの疫病にどうやって誰かが生き残ることができるか。

くそ――

自分の怒りを抑えるために、シンファンは目をつぶった。その狩りは無駄だった。彼は最初に真っ黒な夜の空から降りて、その不毛の丘に来てからずっと、無駄だとわかっていた。狡くて辛抱強くて、自慢の罪を見せるために死が彼を待っていた。豊かな地が乾燥して、破壊だけが残された。公園と並木道が生い茂っていた所がいっぱいあったのに、今は猛暑のせいでその島が裸になった。

終りだった。強い狂気の悪魔であるシンファンは地獄の軍団から恐れられているのに、その島に生き物が見つけられなかったら、もう彼にとっても生き残る方法はない。

血。血がほしい！誰かに狂気の毒を感染させるのもほしい。

彼は熱っぽい目をこすった。数日間狂気の毒素を出せなかったから、具合は悪くなってきた。そんなことを思って、悪寒がした。

感動しやすい普通の人間みたいに狂乱と幻覚に襲われてはいけません！いや、俺は絶対に集団の悪魔みたいにならない！皆の死に方を見た。彼らは次々に叫んで、罠に掛かったねずみみたいに自傷して死んだ。気持ち悪い！みんな赤ちゃんのように弱かった！グスタフまでも、な悪魔の態度をとったくせに、彼にがっかりさせられた。グスタフは皆と同じだった。バカのマラディエルも．．．マラディエル！あのガキが今どこにいるだろうか。彼は世界に伝染病が発生した前に集団を離れたが、いまさらもう死が彼の真っ白の体を解かしたかもしれない。
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